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分科会番号 １３  分科会名 能力・発達・学習と評価 

誰一人取り残されない授業デザイン 

～魅力的な課題設定と協働的な学習を通して～ 

 

１ 主題設定の理由 

東海市では、令和４年度より研究主題を「自律して学びを進める生徒の育成」とした。

令和４年度は、児童・生徒が「個別最適な学び」の中で課題に対する考えをもち，それを

共有することで多様な考えに触れて，また、自らの考えを再考することで「自律して学び

を進める児童・生徒の育成」を目指した。令和５年度は、全ての児童・生徒が一定以上の

学習進度や到達点に達することができれば、話し合い活動がより活発になり、自らの考え

を再考できるようになると考え、より「自律して学びを進める児童・生徒の育成」を目指

した。多くの成果があった一方、どの教科でも、児童・生徒によって積み重ねに差があり、

一定以上の学習進度や到達点に届かせることに難しさを感じるという課題が挙がった。 

そこで令和６年度の研究では、２０１５年に出された「持続可能な開発のための２０３

０アジェンダ」でも重要視された「誰一人取り残さない」という点に着目し、学力差があ

る中でも、「誰一人取り残されない授業」を構築し、実践することで学びを深めていく必

要があると考え、本主題を設定した。「誰一人取り残されない授業」を構築するためには、

第一に、児童・生徒が学びたい、やりたいと思う課題設定を行い、主体的に学びに向かう

ように支援することが必要であると考える。そして、課題解決を進める中で、多くの児

童・生徒が悩んだり、苦手意識をもったりすると考えられるため、協働的に学習を進める

場を設定し、学習における躓きを乗り越え、課題解決できるよう支援していく必要がある

と考えた。以上の２点に力を入れ、「誰一人取り残されない授業」をデザインし、主体的

に学びに向かい、協働的に学習し、学びを深めようとする児童・生徒の育成を目指してい

く。 
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２ 研究の構想 

（１）目指す子ども像 

  ・課題に興味をもち、主体的に学びに向かう児童・生徒。 

  ・課題に対する躓きや、わからなさを他者と協力することで解決したり、新しい発見

をしたりすることのできる児童・生徒の育成。 

 

（２）研究の仮説 

 仮説１ 魅力のある課題を設定し、児童・生徒に投げかけることで学習内容に興味

をもち、主体的に学びに取り組もうとするだろう。 

仮説２ 授業の中で、わからなさを共有したり、意見を交換したりする場を設定す

ることで、全ての児童・生徒が学びを深めることができるであろう。 

   

（３）研究の手だて 

  手だて１（仮説１に対する手だて）  

児童・生徒の学習進度や実態に応じて、資料・課題の提示方法を工夫したり、課題 

の難易度を設定したりする。 

手だて２（仮説２に対する手だて）  

学習過程の中で、わからなさを共有する時間や意見交換をする時間を設けたり、他  

者の考えに触れる方法を提示したりする。 

 

（４）研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰一人取り残されない授業デザイン 

手だて１ 

児童・生徒に応じた学習課題や

資料を用意する。 

手だて２ 

意見交換する時間を設定し、他

者の考えに触れさせる。 進んで課題に取り組もうとする。 

課題に取り組む中で躓いたり、一つの考えで止まってしまったりする。 

全員が課題を解決したり、考えを

深めたりできる。 
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３ 研究の実践 

（１）小学校における実践  

学年：６年生 

教科：算数科 

単元：場合を順序よく整理して（樹形図） 

 

ア 具体的な手だて 

・手だて１について 

  「学級担任の３人がリレーを行おうとしている。３人でリレーの順番を決めてい 

るが、どのような順番の組み合わせがあるか考えよう」という身近な人物を題材に 

した課題を導入部で提示することで興味をもって学習に取り組めると考える。また、 

導入課題を説明した上で、類似した発展課題を出すことで、さらに主体的に課題解 

決しようとする児童が増えると考える。 

 ・手だて２について 

導入課題、発展課題どちらにおいても、個人で考え、グループで意見を共有する

という流れで行うことで、個人では課題を解決できない児童も課題解決方法を理解

したり、新たな考えを発見したりできると考える。 

 

イ 研究授業の概要 

① 本時の学習目標 

・並べ方が何通りあるかを、順序よく整理して求めることができる。 

② 主な児童の活動 

ａ「６年生の担任３人がリレーを行おうとしている。３人でリレーの順番を決め 

ているが、どのような順番の組み合わせがあるか考えよう」という課題に個人

で取り組んだ後、グループで意見の共有を行う。 

ｂ全体で課題解決の方法を共有する。（今回は様々な方法がある中で樹形図を利

用する。） 

ｃ発展課題として、人数が４人になった時の順番の組み合わせを考える。 

   ③ 児童の様子 

     活動 aでは、学年の先生を題材  

にした課題が提示され、児童は、   

「おもしろい」「こんな順番があ  

る」など興味をもち、課題に取り 

組む姿が見られた。答えとしては、 

６通りが正解であるが、組み合わ 

せに抜けがある児童がいたり、 

様々な考え方をする児童がいたり 

した。意見共有の場面では、様々 
資料１ 個別に学習する様子 



－4－ 

な考えに触れることができ、答えにたどり  

着けなかった児童が解決できたり、自分の  

考え方よりわかりやすい方法に気付く児童 

が出てきたりした。 

 活動ｂでは、樹形図の使い方を全員で共

有し、ほとんどの児童が樹形図を利用する

ことができた。 

 活動ｃでは、「先生が４人になったらど

うなる？」と発展課題を提示したと 

ころ、どの児童も進んで課題に取り  

組む様子が見られた。児童の答えは、

「２４通り」「１２通り」「答えにた

どり着かない」に分かれた。意見共

有の場面では、正答である「２４通

り」の児童を中心に考えを共有する

場面が見られた。樹形図を見せなが

ら熱心に自分の考えを説明する児童、

友達の考えを聞き、再考する児童な

ど最後まで課題に向 

き合う生徒が多く見られた。 

  ウ 実践の成果と課題 

① 手だて１に対して 

提示する課題に身近な人物を登場させる工夫を行うことで、多くの児童が興味 

    をもって課題に取り組むことができた。また、課題解決方法を全員で共有した後

に類似の発展課題を提示したことにより、多くの児童が発展課題にも進んで取り

組むことができた。 

② 手だて２に対して 

グループによる意見共有の場を設定したことにより、わからなさを解決する児 

童がいたり、違う考えに気付く児童がいたりと学びに深まりが見られた。しかし、

樹形図の説明を丁寧に行ったため、共有の時間の確保が不十分であった。結果と

して、全ての児童が課題解決に至ったとは言えない状況であった。また、授業終

了後に「僕、１２通りって答えになったんだけどなんでだろう」と考えの共有を

続ける児童がいたことからも、考えを共有する時間の確保が課題として残った。 

 

（２）中学校における実践 

学年：３年生 

    教科：国語科 

    単元：言葉とともに（俳句の可能性・俳句を味わう） 

 

資料３ 意見共有の様子 

資料２ 児童の解答例 
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  ア 具体的な手だてについて 

   ・手だて１について 

    「戦争が廊下の奥に立つてゐた」という学校生活にも関わる廊下という語句を使

った、渡辺白泉の句をどのように解釈するかという課題を導入部に提示し、様々な

解釈をさせたり、実際に中学生が解釈した文章を紹介したりすることで俳句のおも

しろさを感じ、進んで解釈文を作成すると考える。 

   ・手だて２について 

    個人で考えた鑑賞文をお互いに読み合う時間を設けることで、自分とは違う解釈

に気付き、俳句の特徴やおもしろさについて考えを深めるであろうと考える。 

 

イ 研究授業の概要 

① 本時の学習目標 

  ・俳句の特徴に着目し、その句の情景や心情、良さを捉えることができる。 

  ・進んで鑑賞文を書き、他者の解釈や意見を参考にしながら、俳句の特徴や面白

さについて考えを深めようとする。 

② 主な生徒の活動 

  ａ「戦争が廊下の奥に立つてゐた」という句について、どのように解釈するか考

える。 

  ｂ教員が準備した９つの句から好きな句を選び、鑑賞文を作成する。 

  ｃＩＣＴ機器を活用し、お互いの鑑賞文を読み合い、良い点について評価カード 

を書き、相手に伝える。 

 

③ 生徒の様子 

活動 aでは、「戦争がもうそろそろや 

ってくるという意味ではないか」「廊下は 

長いから戦争がずっと続くという意味だ

と思う」など初めて聞く句であったため

興味をもって解釈しようとしていた。 

活動ｂでは、活動 aで俳句を解釈す 

ることにおもしろさを感じた生徒が多  

かったため、好きな句を進んで解釈し 

たり、句にあう画像を探したりする姿 

が見られた。 

 活動ｃでは、同じ句を選んだ人の鑑

賞文を読む中で、「おもしろい解釈をし

ている」「自分とほとんど同じ解釈だ」

など様々な考え方について触れ、考え 

を深めている生徒の姿が見られた。 

資料４ 導入の課題 

 意見共有の様子 

資料５ 鑑賞文と評価カード 

 意見共有の様子 
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ウ 実践の成果と課題 

① 手だて１に対して 

学校生活に身近な「廊下」という語句と生活からかけ離れた「戦争」という語 

句が使われた句について考えることで、様々な解釈が出てきたことによって、多

くの生徒が俳句のおもしろさを感じ、その後の活動に主体的に取り組むことがで

きた。 

② 手だて２に対して 

お互いの鑑賞文について読み合うことで、自

分とは違う解釈に気付いたり、似 

たような解釈を読むことで、自分の解釈を深め

たりすることができた。振り返りでも、「様々

な解釈ができることが俳句のおもしろさだと思

った」「自分では思いつかない解釈をしている

人がいて、そんな解釈もできるのかと思った」

など協働的に学習した成果があった。しかし、

そもそも鑑賞文をうまく作成することができな

い生徒やうまく解釈することができない生徒も

いた。個人で鑑賞文を作成する活動の際に、自

由に意見交流をする時間を設ける必要があると

考える。 

４ 研究の成果 

① 仮説１に対して 

今回の研究において、児童・生徒に身近な内容を課題に組み込むことや興味をもて

そうな課題を設定することは、学力に関わらず、多くの児童・生徒が主体的に課題に

取り組むことに繋がったと考える。特に、授業の導入部で魅力ある課題を提示するこ

とによって、学習に対して苦手意識がある児童・生徒も授業に参加しやすくなると考

える。 

② 仮説２に対して 

協働的な学習の時間を設けることで、学力低位の児童・生徒も自らの考えをもつ

ことができたと考える。また、授業の振り返りを見ると、様々な考え方に触れるこ

とにより、新たな気付きが生まれることで、さらに学習意欲が高まった児童・生徒

がいることがわかった。協働的な学習により、主体性が高まったと考えられる。 

５ 今後の課題 

  魅力的な課題によって、進んで学習し、協働的な学習を通して、様々な考え方を得る

ことはできたが、ただ単に考え方を共有しただけに留まってしまった。その考えを活用

したり、実生活に生かしたりする場面がなく児童・生徒が身に付けたとは言い難い状況

であった。今後は、共有した考えを一人一人が活用できているか確認する場面の設定や

実生活と結びつける課題を提示することが必要になってくると考える。 

資料６ 生徒の振り返り 

 意見共有の様子 


